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Ａ．研究目的 
がん医療において、がんと診断された時から

緩和ケアが提供でできるよう体制を整えること
が求められている。緩和ケアを必要とする患者
や家族が安心して転院や在宅医療に移行するた
めに、地域連携の促進を図るためのツールとし
て緩和ケア地域連携パスが作成された。しかし、
緩和ケア地域連携パスは地域の特性を踏まえて
作成されるものであり、それぞれ特徴を有して
いる。そこで、本研究では緩和ケア地域連携パ
スの運用体制を把握することを目的とした。 
 
Ｂ．研究方法 
 インターネットのウェブ検索を用いて、各県
や病院独自の緩和ケア地域連携パスの運用方法
やパスの違いを検討した。調査対象は、47都道
府県各々が作成した県統一の緩和ケア地域連携
パスと、がん診療連携拠点病院、地域がん診療
病院、特定領域がん診療連携拠点病院の427施設
の緩和ケア地域連携パスである。各都道府県の
緩和ケア地域連携パスにおいては、「都道府県名
／緩和ケア地域連携パス」等の検索ワードでウ
ェブ検索をし、都道府県のホームページ内から
緩和ケア地域連携パスについても検索した。が
ん診療連携拠点病院等においては、各病院のホ
ームページ内に掲載しているかを検索し、病院
独自の緩和ケア地域連携パスが掲載していた場
合には新たに独自の緩和ケア地域連携パスとし
て抽出した。 
 
Ｃ．研究結果 
 県統一の緩和ケア地域連携パスは47都道府県
中12の都道府県でウェブ掲載をしていた。た

だし、福島県においては県中と県北に分かれて
いた。緩和ケア地域連携パスとするツールは、
「県中地域在宅緩和ケア地域連携パス」「県北地
域在宅緩和ケア地域連携パス」「東京都緩和ケア
連携手帳〜わたしのカルテ〜」「がん診療サポー
トパス」「やわらぎ日記」「やわらぎ日記 別冊
患者・家族用読本」、「滋賀県緩和ケア地域連携
クリニカルパス 医療者用」、「滋賀県緩和ケア
地域連携クリニカパス 私のカルテ」等があげ
られた。 
 がん診療連携拠点病等においては、427施設の
うち5施設でウェブ掲載していた。なお、その内
の2施設においては県統一の緩和ケア地域連携
パスであり、残りの3施設は病院独自の緩和ケア
地域連携パスであった。病院独自の緩和ケア地
域連携パスでは「IDAS緩和ケア連携ツール」「在
宅緩和ケア地域連携パス」「有明緩和ネットワー
ク・地域連携パス」があげられた。 
 パスによっては患者自身で記入し冊子として
使用するパスや、患者用と医療者用で対になっ
ている冊子のパス、地域連携している施設間で
郵送し医療者のみが使用するパス等、様々な緩
和ケア地域連携パスがあることが明らかとなっ
た。また、緩和ケアに特化したパスや、在宅用
の緩和ケアを中心としたパス等、焦点を当てて
いる箇所の違いも見受けられた。 
 
Ｄ．考察 
 緩和ケアにおける地域連携を促進するために、
県や病院独自の緩和ケア地域連携パスが作成さ
れ、様々な取り組みが行われていることが明ら
かとなった。しかし、実際のパスの運用状況や

運用した症例数、パスの種類ごとの利点
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や課題は明らかとなっていない。これらを明確
にするため、今後さらなる検討が必要だと考え
られる。 
 
Ｅ．結論 
 緩和ケア地域連携パスとして、県統一のパス
や病院独自のパスが明らかとなり、様々なパス
が抽出された。パスの種類やパスの使用対象者
および緩和ケアにおける転院や在宅等のどの焦
点に当てているかは一致しておらず、各々の利
点や課題も明らかとなっていない。本研究から
得られた内容をもとに、緩和ケア地域連携パス
の運用体制に関する研究を引き続き進めて行く
予定である。 
 
Ｆ．健康危険情報  
特記すべきことなし 

 
Ｇ．研究発表 
 1.論文発表 
 なし 
2.学会発表 
 なし 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
（予定を含む） 
1. 特許取得 
2. 実用新案登録 
3. なし 
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